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が一九一〇年から翌一一年 かけて実施した（八二七万人） 。それ以後、同じ内務省が一九一九年、二九年、三七年、四七 と 五回にわたって調査を担当した。国際基準に従い、アメリカの援助機関（ＵＳＯＭ）の技術指導を受けて、タイが本格的な調査を実施 の
は、一九六〇年が最初である。実施機関は経済開発委員会中央統計事務所（のちの国家統計局）った。その後 国家統計局 一九七〇年、八〇年 九〇年、二〇〇〇年に実施し、直近 二〇一は第一一回目に相当する。　
人口センサスによる全国の人口












































国　　籍 合　　計 ％総人口 家庭使用言語 合　　計 ％総人口
タイ総人口 65,981,659 100.00 タイ総人口 65,981,659 100.00 
タイ国籍 63,279,495 95.90 タイ語 59,866,190 90.73 
外国籍 2,702,164 4.10 タイ語以外のみ 1,901,468 2.88 
　　ミャンマー 1,292,862 1.96 　　ビルマ語 827,713 1.25 
　　カンボジア 281,321 0.43 　　カンボジア語 180,533 0.27 
　　ラオス 222,450 0.34 　　ラオ語・ラオグラン 237,652 0.36 
　　中　国 141,649 0.21 　　中国語 111,866 0.17 
　　イギリス 85,850 0.13 　　英語 323,778 0.49 
　　日　本 80,957 0.12 　　日本語 70,668 0.11 
　　インド 46,113 0.07 　　ヒンディー語 22,938 0.03 
　　アメリカ 40,258 0.06     　タイ・ルーイ語 787,696 1.19 
 　   マレーシア 8,199 0.01 　　マレー語 1,467,369 2.22 
（出所）　NSO, The 2010 Population and Housing Census: Whole Kingdom, より筆者作成。
表２　タイの地域別と拡大バンコク首都圏12県の主要指標：1995年と2010年
地域・県名
GRP (GPP) 100万バーツ 人口、1000人 一人あたり GPP、バーツ
1995 2010 1995 2010登録 2010センサス 1995 2010
１．全　国 4,210,608 10,807,473 59,401 67,313 65,981 70,884 160,556 
２．バンコク首都圏 2,241,965 4,773,891 9,772 11,562 14,626 229,427 412,895 
３．東　部 496,396 2,027,190 3,843 4,587 5,176 129,169 441,942 
４．西　部 159,355 387,514 3,383 3,686 3,569 47,105 105,131 
５．中　部 214,477 663,949 2,900 3,044 3,117 73,958 218,117 
６．北　部 309,919 828,151 11,295 12,176 11,656 27,439 68,015 
７．東北部 384,294 1,018,451 20,370 22,878 18,966 18,866 44,517 
８．南　部 404,209 1,108,330 7,839 9,378 8,871 51,564 118,184 
バンコク（A） 1,602,860 3,142,031 6,383 6,877 8,305 251,114 456,890 
バンコク近隣５県（B） 639,107 1,631,860 3,390 4,686 6,321 188,527 348,242
首都圏周辺６県（C） 585,000 2,383,405 3,766 4,371 5,227 155,337 545,277 
参考　ラヨーン県 139,670 739,168 502 603 821 278,227 1,225,818 
拡大バンコク首都圏
12県（A+B+C） 2,826,967 7,157,296 13,539 15,934 19,853 208,802 449,184 






（出所） 　NESDB, Gross Regional Product 1995-2010, Bangkok, NESDB, 2012; NSO, The Population and Housing Census: Whole 




に、二〇一〇年 東部の一人あたり県別所得（ＧＰＰ）は四四万バーツと、バンコク首都圏 四一万バーツをすでに上回ってい 最大のラヨーン 至っては一二二・五万バ の四五・七万バーツの二・七倍にも達している。　
じつは、一九八八年から始まる
未曾有の経済ブーム なかで、急速な発展を遂げたのは、 ンコク首都圏ではなく、その北方に広がるアユタヤー県、サラブリ 県、東方に広がるチャチュンサオ県、プラーチーンブリ 東南のチョンブリー県、ラヨーン の六県であった。これらの県はいずれも工業団地が次々とできて、電機電子、自動車・同部品の産業クラスターを形成した新興工業地帯であった（経済ブームについては参考文献②を参照） 。　
地域別国民総生産（ＧＲＰ）で
みると、バンコク首都圏にその周辺の六県を加え 一二県の国民総










いのは、真ん中に示した人口の統計である。人口の数字は、内務省が国民登録証（住民 ）にもとづいて毎年発表する「登録人口」と、二〇一〇 の「センサス人口」の二種類を掲げた 興味深いことに、バンコク首都圏では「センサス人口」一四六三万人が、「登録人口」一一五六万人をじつに三〇〇万人も上回った。東部でも両者の間には五九万人の差が存在する。　
逆に、東北部の場合には、 「セ
ンサス人口」の方が「登録
を三九一万人も下回っている。同様に、北部は五二万人、南部も五一万人、それぞれ下回っている。つまり、大量の人口が東北部などからバンコク 東部の工業地帯へと、住民登録の変更をともなわないで移動しているのである。彼らは出稼ぎ労働者であるが うかといって、農繁期には出身農村地域に戻るような 還流型移動労働者ではな 。単身で「拡大バンコク首都圏」に移動するか、子どもを祖父母に預けて夫婦で移動して就労する、長期滞在型移動労働者が中心 占めていた。この傾向は一九九七年通貨危機以後 、より明確になっている。　
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て、こうした県外労働者は、バンコクと比べて平均年齢が若く、教育水準が低い人々であった。ただし、バンコクとラヨーン の家族制度を比較する 、世帯あたり平均人数はバン （二・七人）の方がラヨーン県（三・〇人）よりも少ない。これは非婚化・晩婚化が進み、単独世帯の 率がバンコク（二三％）の方がラヨー 県（一九％）よりも高いことが、ひとつの要因となって る。●ＩＴ機器 保有率　
二〇一〇年人口センサスでは、





































































































1990 2000 2010 1990 2000 2010
１．人口構造
　１　人口総数（1000人） 5,822 6,355 8,305 451 522 821 
　２　人口成長率（％） 2.25 0.77 2.68 2.84 1.50 4.53 
　３　年少人口（0-14歳、％） 21.5 17.5 12.8 27.2 22.7 18.5
　４　生産年齢人口（15-59歳、％） 72.5 74.6 77.6 65.7 69.5 72.6
　５　高齢人口（60歳以上、％） 6.0 7.9 9.6 7.1 7.8 8.9
　６　初婚年齢、男女平均 28.1 28.0 28.5 24.7 25.0 25.0
　７　合計特殊出生率　（人） 1.84 1.51 1.22 2.19 1.35 1.36 
２．教育と就業構造（15歳以上人口）
　１　教育平均年数（年） 8.8 9.7 10.8 5.6 7.3 8.2
　２　就業人口比率（％） 63.8 61.5 69.8 78.1 75.1 75.7
　３　農業セクターの比率（％） 2.5 1.5 0.7 62.3 39.4 25.1
　４.１　地位別：自営業（％） 15.8 17.9 19.9 28.5 24.1 21.8
　４.２　地位別：被用者（％） 73.5 70.3 69.9 36.4 56.2 64.8
　４.３　地位別：不払い家族労働（％） 7.7 7.2 5.3 34.0 17.5 10.9
３．人口移動と家族構造
　１　5年以内に移動した人口（％） 12.2 8.5 11.5 9.3 15.2 24.1
　２　生まれた県と異なる人口（％） 36.1 37.3 43.0 22.1 34.5 43.6
　３　世帯当たり平均人数（人） 4.3 3.6 2.7 4.2 3.4 3.0
　４　単独世帯比率（％） 7.9 12.9 23.0 5.3 12.5 18.9
（出所）　各県の人口・住宅センサスのサマリーレポート（タイ語版）より筆者作成。
